


























船橋市立海神中学校校舎建替工事 工程表 工
期

着工

竣工

暦日数 工期率

工
事
概
要

建築面積 1,547.98㎡ 延床面積 5,981.06㎡

地上 RC造 ，地下 RC造 　学校

階数 地下2F，地上3F，PH1F
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図面番号

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

工事工程表（参考図） 参仮-01 ー

10 20 10 20 10 20
4月(21) 5月(21) 6月(22)

11/24

受
電
日
3/5

階段棟
21

鋼管杭・準備

14 89

基礎 1F 2F 3F 4F RF EV・内装・設備
設備基礎

設備工事

接続工事

28

既存棟内部改修

外壁仕上

 43

スラブ養生 屋上仕上

 20

足場解体

9

足場設置

屋上設備

 48

検査

準備

20

山留

40

杭打ち

37

 9

２
段
切
梁
解

15

ｼｰﾄ

20

基礎躯体埋戻

15

地盤改良
14

荒造成

 14

根切

ﾊﾟｲﾙ ｱﾝｶｰ
ｱｰｽ 荒造成

１次根切

 12

ｱﾝｶｰ
ｱｰｽ

20

基礎躯体

 14
根切

体

鋼管杭

15

根切

30

ｱﾝｶｰ
ｱｰｽ

 14
地盤改良

 12

15

ｼｰﾄ
ﾊﾟｲﾙ

ピット仕上げ

21

鋼管杭準備

14 21

基礎

21

接続工事

21

鉄骨

20

5月 6月 7月 8月(19) (22) (22) (20)

外装 内装

14
空中歩廊

電源切替え

16

新渡り廊下
26

本体工事基礎

14

26

プレハブ倉庫2・備品倉庫撤去

26

プロパン庫・倉庫・プレハブ倉庫1撤去既存解体

STEP1 STEP2

竣
工

(149/224)



(150/224)

図面番号

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

を確保すること。
・登下校時は車両搬出入を制限し、生徒の安全な通行

参仮-02
1/500(A1)

1/1000(A3)

2.95

仮囲いＢ型バリケード H=1.8m

アルミキャスターゲート

W=7.2m 、 H=2.0m

プラ敷板　 2438x1219　

敷鉄板
1524x6096x22

車両ルート

※工事中の生徒動線は基本正門
からのルートとする。

重機進入ルート

※大型重機搬入は基本休日正門
からのルートとする。

荒造成中の重機進入ルート

生徒登下校ルート

仮囲いA型バリケード H=0.8m

アルミパネルゲート

W=3.8m 、 H=4.3m

1524x3048x22

敷鉄板 914x1829x22

地盤改良 セメント系固化剤

　 100kg/＊ t=1.0m

・博物館側動線プラ敷板
設置、一部フェンス撤去

開口部B型バリケード

・鋼矢板及び1段目

アースアンカー作業

用荒造成面構築

■ STEP 2 配置図

S=1/500

S=1/500

■ STEP 1 配置図

・現況図

・準備工事

・支障物撤去

2.95

< 凡例 ＞

仮囲い フラットパネル H=3.0m

・敷き鉄板以外でアスファルト及びプラ敷板上に重機

のアウトリガーを張り出す際は敷鉄板で必ず養生を

交通誘導員 延べ人数：1892人

行なうこと。

３人分の人員を見込むこと。
・交通誘導員は躯体工事時は４人分、その他の時期は

仮設工事 STEP 1・2（参考図） 
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図面番号

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

参仮-03
1/500(A1)

1/1000(A3)

2.95

地盤改良範囲

・セメント系固化剤添加量：100kg/＊
・改良深度　1ｍ

(新規改良ドットハッチ範囲:1342㎡)

仮囲いＢ型バリケード H=1.8m

アルミキャスターゲート

W=7.2m 、 H=2.0m

プラ敷板　 2438x1219　

敷鉄板
1524x6096x22

車両ルート

※工事中の生徒動線は基本正門
からのルートとする。

重機進入ルート

※大型重機搬入は基本休日正門
からのルートとする。

荒造成中の重機進入ルート

生徒登下校ルート

仮囲いA型バリケード H=0.8m

アルミパネルゲート

W=3.8m 、 H=4.3m

のアウトリガーを張り出す際は敷鉄板で必ず養生を

1524x3048x22

敷鉄板 914x1829x22

地盤改良 セメント系固化剤

　 100kg/＊ t=1.0m

・登下校時は車両搬出入を制限し、生徒の安全な通行
を確保すること。

■ STEP 3 配置図

S=1/500

アースアンカー作業

用荒造成面

■ STEP 4 配置図
S=1/500

・杭打機作業用地盤面

造成(地盤改良)

・敷地中央部及び西側

鋼矢板打込み

・杭打設面構築

・敷き鉄板以外でアスファルト及びプラ敷板上に重機

仮囲い フラットパネル H=3.0m

< 凡例 ＞

2.95

地盤改良範囲

・セメント系固化剤添加量：100kg/＊
・改良深度　1ｍ

(上段改良斜線ハッチ範囲 ：147㎡)
(下段改良ドットハッチ範囲:1218㎡)

⇒

・敷地東(奥)側根切⇒
⇒

⇒

・鋼矢板及び2段目

交通誘導員 延べ人数：1892人

３人分の人員を見込むこと。
・交通誘導員は躯体工事時は４人分、その他の時期は

行なうこと。

仮設工事 STEP 3・4（参考図）  

作業半径
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図面番号

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

参仮-04
1/500(A1)

1/1000(A3)

2.95

1524x6096x22
1524x3048x22
914x1829x22

5枚
13枚
22枚

仮囲いＢ型バリケード H=1.8m

アルミキャスターゲート

W=7.2m 、 H=2.0m

プラ敷板　 2438x1219　

敷鉄板
1524x6096x22

車両ルート

※工事中の生徒動線は基本正門
からのルートとする。

仮囲い フラットパネル H=3.0m

重機進入ルート

※大型重機搬入は基本休日正門
からのルートとする。

生徒登下校ルート

仮囲いA型バリケード H=0.8m

アルミパネルゲート

W=3.8m 、 H=4.3m

のアウトリガーを張り出す際は敷鉄板で必ず養生を

1524x3048x22

敷鉄板 914x1829x22

・登下校時は車両搬出入を制限し、生徒の安全な通行
を確保すること。

・敷き鉄板以外でアスファルト及びプラ敷板上に重機

■ STEP 5 配置図

S=1/500

新校舎棟

・杭打機作業用敷鉄板

大型施工機械
既成杭搬入は南側から

敷鉄板敷き替え

産廃土搬出

階段棟

・施工準備
・設備盛替え工事

基礎他工事ー建築

（改修図参照）

⇒

・杭打ち

新校舎棟

・基礎掘削工事

敷地東側より施工
残土搬出
必要に応じ南側活用

・現場事務所設営

階段棟

・杭工事
・土工事

・ラフタークレーン

S=1/500

■ STEP 6 配置図

2.95

< 凡例 ＞

交通誘導員 延べ人数：1892人

　3台

行なうこと。

仮設工事 STEP 5・6（参考図） 

便所

U
=
0
.
4
9

体
育
倉
庫

部

室
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

外
便
所

便所

U
=
0
.
4
9

体
育
倉
庫

部

室キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

外
便
所

15.8

15.8

受水槽

グラウンド

倉庫
ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

東

南棟

体育館北棟博物館

東門

正門門

西棟

棟

プラ敷板

交通誘導員

市道00-169号

市
道

0
5-

09
1
号

市道05-091号

市道05-147号

交通誘導員仮囲い H=3000
145m

アルミパネルゲート

ゲート扉

ゲート扉

現場事務所

B型バリケード
8m

コンクリート柱

コンクリート柱

GL-2190

GL-1530

45°オープンカット

プレハブ倉庫2

プレハブ倉庫1

A型 10m

B型バリケード

18m+42m

敷鉄板

仮囲い H=3000
40m

傾
斜

路

連絡

傾斜車路

通路

既存ネットフェンス

仮囲い H=3000
201m

備品倉庫

受水槽

グラウンド

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

東

南棟

体育館
北棟博物館

東門

正門門

西棟

棟

市道00-169号

市
道

0
5-

09
1
号

市道05-091号

市道05-147号

交通誘導員

交通誘導員

仮囲い H=3000
145m

杭 打 機 ・ 大 型 重 機 搬 入 用 ル ー ト
（ 休 校 日 の み 運 用 ）

交通誘導員

アルミパネルゲート

ゲート扉

渡り廊下屋根外し(後復旧)

B型バリケード
8m

1 ケ 月

備品倉庫

倉庫

プレハブ倉庫2

プレハブ倉庫1

A型 10m

B型バリケード

敷鉄板ハッチ部分を順次
敷替えて杭打ちを行なう。

傾
斜

路

連絡

傾斜車路

通路

既存ネットフェンス

仮囲い H=3000
201m

簡易事務所

仮設トイレ

20m+42m

11.61

15.33

15.07

11.74

15.24

15.64
14.47

15.40

15.33

11.61

15.33

15.07

11.74

15.24

15.64
14.47

15.40

8.30

15.33

(8.57)

(8.73)

（8.38）

9.57

9.73

9.38

(8.57)

(8.73)

（8.38）

9.57

9.73

9.38

4

5

3
4

4

4

6
6

2

22

4

5

3
4

4

4

6
6

2

22

３人分の人員を見込むこと。
・交通誘導員は躯体工事時は４人分、その他の時期は
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図面番号

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

仮囲いＢ型バリケード H=1.8m

アルミキャスターゲート

W=7.2m 、 H=2.0m

プラ敷板　 2438x1219　

敷鉄板
1524x6096x22

仮囲い フラットパネル H=3.0m

仮囲いA型バリケード H=0.8m

アルミパネルゲート

W=3.8m 、 H=4.3m

1524x3048x22

敷鉄板 914x1829x22

枠組足場 600x1200x1675h

外周部防音シート張り

< 凡例 ＞

2.95

1524x6096x22
1524x3048x22
914x1829x22

11枚
12枚
18枚

■ STEP 7 配置図

S=1/500

新校舎棟

・基礎廻り施工

・地下ピット
一部埋め戻し

階段棟

・基礎工事

・鉄骨工事

新渡り廊下

・準備工事

・ラフタークレーン

参仮-051/500(A1)
1/1000(A3)

2.95

車両ルート

※工事中の生徒動線は基本正門
からのルートとする。

重機進入ルート

※大型重機搬入は基本休日正門
からのルートとする。

生徒登下校ルート

のアウトリガーを張り出す際は敷鉄板で必ず養生を

・敷き鉄板以外でアスファルト及びプラ敷板上に重機

・登下校時は車両搬出入を制限し、生徒の安全な通行
を確保すること。

S=1/500

■ STEP 8 配置図

新校舎棟

・枠組み足場組み上げ

・校舎躯体組み上げ

・内装・設備工事

・空中歩廊組み上げ

・屋上防水工事

階段棟

・鉄骨工事

・足場工事

・外装工事

・内装工事

・EV工事

・既存棟接続工事

新渡り廊下

・完成

・ラフタークレーン

・タワークレーン

　１台

交通誘導員 延べ人数：1892人

　4台

　3台

行なうこと。

仮設工事 STEP 7・8（参考図） 
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３人分の人員を見込むこと。
・交通誘導員は躯体工事時は４人分、その他の時期は



(154/224)

図面番号

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

参仮-06
1/500(A1)

1/1000(A3)

2.95

8.17

仮囲いＢ型バリケード H=1.8m

アルミキャスターゲート

W=7.2m 、 H=2.0m

プラ敷板　 2438x1219　

敷鉄板
1524x6096x22

車両ルート

※工事中の生徒動線は基本正門
からのルートとする。

仮囲い フラットパネル H=3.0m

重機進入ルート

※大型重機搬入は基本休日正門
からのルートとする。

生徒登下校ルート

仮囲いA型バリケード H=0.8m

アルミパネルゲート

W=3.8m 、 H=4.3m

のアウトリガーを張り出す際は敷鉄板で必ず養生を

1524x3048x22

敷鉄板 914x1829x22

・敷き鉄板以外でアスファルト及びプラ敷板上に重機

・登下校時は車両搬出入を制限し、生徒の安全な通行
を確保すること。

< 凡例 ＞

新校舎棟

・内装・設備工事

・屋上設備機器設置

・タワークレーン

解体・撤去

階段棟

・仮設復旧工事

・試運転、完成

付属建屋撤去

・プレハブ倉庫2

仮設撤去

・プラ敷板・敷鉄板

撤去
・仮囲い撤去

・現場事務所

既存フェンス一部撤去

・ラフタークレーン

　1台

・タワークレーン

　1台

・内装・設備工事

・外構・排水設備施工

・植栽工事

・搬入動線撤去物復旧

フェンス
鉄棒、平行棒（新設）

・仮使用検査

■ STEP 9 配置図

S=1/500

S=1/500

■ STEP 10 配置図

交通誘導員 延べ人数：1892人

2.95

行なうこと。

仮設工事 STEP 9・10（参考図） 
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３人分の人員を見込むこと。
・交通誘導員は躯体工事時は４人分、その他の時期は

植栽復旧
植栽復旧

 アオキ H=1.5 @600
ヒメシャリンバイ H=0.5 @600

生け垣支柱 H=1.0 、W=16.0m

階段棟

アルミパネルゲート撤去

ゲート扉撤去
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145m 撤去

B型バリケード

平板敷
コンクリート

プレハブ倉庫2
撤去

A型

タワークレーン基礎
残置
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建設用地外構撤去図参照
一部撤去

（休校日のみ運用）
大型重機搬出用ルート
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土留め計画図

平面図

山留杭材料表

CASE-1

親　杭

@1500 L=10,500

H-400x400x13x21

ピッチ 杭長サイズ

CASE-2-1

CASE-3

CASE-4

親　杭

@1500 L=15,000

H-350x350x12x19

親　杭

@1500

親　杭

@1500 L=9,500

H-350x350x12x19

杭天端(TP) 杭下端(TP)

+15.370

CASE-5

親　杭

@1200 L=11,000

CASE-6

親　杭

@1500 L=8,500

L=10,500

+0.370

+15.300 +0.300

+14.180 +4.680

+12.380 +1.380

+11.360 +2.860

+9.000 -1.500

CASE-2-2
L=10,500

H-400x400x13x21
+15.300 +0.300

H-400x400x13x21

H-300x300x10x15

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-1

L=11,500

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-2

L=12,000

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-3

L=13,000

鋼矢板 Ⅳ型

+7.800 -3.700

+8.300 -3.700

+9.000 -4.000

段数

1段目

(m)

アンカー位置 支点反力 設計荷重 ピッチ
@(m)

角度
θ(°) Lf(m)

自由長 定着長
La(m)

アンカー長
L(m)

腹起サイズ
R(kN／m)

CASE-2-1

CASE-1

CASE

備  考

2段目

T(kN)

TP+13.63 45゜ 2H-30023.0018.002.2574.92

アンカー部材表

5.00238.39

45゜ 2H-35022.0013.502.25133.27 8.50424.06

1段目 45゜ 2H-35025.0017.003.0090.69 8.00384.77

45゜ 2H-35014.508.502.2590.69 6.00288.57CASE-2-2

CASE-3

1段目

1段目 45゜ 12.007.502.2564.37 4.50204.82

TP+10.43

TP+12.88

TP+12.88

TP+12.13 2H-300
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土留め計画図

Ａ側面図

山留杭材料表

CASE-1

親　杭
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ピッチ 杭長サイズ
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CASE-6

親　杭

@1500 L=8,500

L=10,500

+0.370

+15.300 +0.300
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(m)
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@(m)

角度
θ(°) Lf(m)
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La(m)

アンカー長
L(m)

腹起サイズ
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CASE-1

CASE
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45゜ 2H-35022.0013.502.25133.27 8.50424.06
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45゜ 2H-35014.508.502.2590.69 6.00288.57CASE-2-2
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1段目
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土留め計画図

Ｂ側面図

山留杭材料表

CASE-1

親　杭

@1500 L=10,500

H-400x400x13x21

ピッチ 杭長サイズ

CASE-2-1

CASE-3

CASE-4

親　杭

@1500 L=15,000

H-350x350x12x19

親　杭

@1500

親　杭

@1500 L=9,500

H-350x350x12x19

杭天端(TP) 杭下端(TP)

+15.370

CASE-5

親　杭

@1200 L=11,000

CASE-6

親　杭

@1500 L=8,500

L=10,500

+0.370

+15.300 +0.300

+14.180 +4.680

+12.380 +1.380

+11.360 +2.860

+9.000 -1.500
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鋼矢板 Ⅳ型
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鋼矢板 Ⅳ型
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CASE-7-3

L=13,000

鋼矢板 Ⅳ型

+7.800 -3.700

+8.300 -3.700

+9.000 -4.000

段数

1段目

(m)

アンカー位置 支点反力 設計荷重 ピッチ

@(m)

角度

θ(°) Lf(m)

自由長 定着長

La(m)

アンカー長

L(m)

腹起サイズ

R(kN／m)

CASE-2-1

CASE-1

CASE

備  考

2段目

T(kN)

TP+13.63 45゜ 2H-30023.0018.002.2574.92

アンカー部材表

5.00238.39

45゜ 2H-35022.0013.502.25133.27 8.50424.06

1段目 45゜ 2H-35025.0017.003.0090.69 8.00384.77

45゜ 2H-35014.508.502.2590.69 6.00288.57CASE-2-2

CASE-3

1段目

1段目 45゜ 12.007.502.2564.37 4.50204.82
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TP+12.88
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土留め計画図

Ｃ断面図

山留杭材料表

CASE-1

親　杭

@1500 L=10,500

H-400x400x13x21

ピッチ 杭長サイズ

CASE-2-1

CASE-3

CASE-4

親　杭

@1500 L=15,000

H-350x350x12x19

親　杭

@1500

親　杭

@1500 L=9,500

H-350x350x12x19

杭天端(TP) 杭下端(TP)

+15.370

CASE-5

親　杭

@1200 L=11,000

CASE-6

親　杭

@1500 L=8,500

L=10,500

+0.370

+15.300 +0.300

+14.180 +4.680

+12.380 +1.380

+11.360 +2.860

+9.000 -1.500

CASE-2-2

L=10,500

H-400x400x13x21
+15.300 +0.300

H-400x400x13x21

H-300x300x10x15

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-1

L=11,500

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-2

L=12,000

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-3

L=13,000

鋼矢板 Ⅳ型

+7.800 -3.700

+8.300 -3.700

+9.000 -4.000

段数

1段目

(m)

アンカー位置 支点反力 設計荷重 ピッチ

@(m)

角度

θ(°) Lf(m)

自由長 定着長

La(m)

アンカー長

L(m)

腹起サイズ

R(kN／m)

CASE-2-1

CASE-1

CASE

備  考

2段目

T(kN)

TP+13.63 45゜ 2H-30023.0018.002.2574.92

アンカー部材表

5.00238.39

45゜ 2H-35022.0013.502.25133.27 8.50424.06

1段目 45゜ 2H-35025.0017.003.0090.69 8.00384.77

45゜ 2H-35014.508.502.2590.69 6.00288.57CASE-2-2

CASE-3

1段目

1段目 45゜ 12.007.502.2564.37 4.50204.82

TP+10.43

TP+12.88

TP+12.88

TP+12.13 2H-300

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

土留め計画図（4）（参考図） 1:200(A3)
1:100(A1) 参仮-12
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土留め計画図

山留杭材料表

CASE-1

親　杭

@1500 L=10,500

H-400x400x13x21

ピッチ 杭長サイズ

CASE-2-1

CASE-3

CASE-4

親　杭

@1500 L=15,000

H-350x350x12x19

親　杭

@1500

親　杭

@1500 L=9,500

H-350x350x12x19

杭天端(TP) 杭下端(TP)

+15.370

CASE-5

親　杭

@1200 L=11,000

CASE-6

親　杭

@1500 L=8,500

L=10,500

+0.370

+15.300 +0.300

+14.180 +4.680

+12.380 +1.380

+11.360 +2.860

+9.000 -1.500

CASE-2-2
L=10,500

H-400x400x13x21
+15.300 +0.300

H-400x400x13x21

H-300x300x10x15

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-1

L=11,500

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-2

L=12,000

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-3
L=13,000

鋼矢板 Ⅳ型

+7.800 -3.700

+8.300 -3.700

+9.000 -4.000

段数

1段目

(m)

アンカー位置 支点反力 設計荷重 ピッチ

@(m)

角度

θ(°) Lf(m)

自由長 定着長

La(m)

アンカー長

L(m)

腹起サイズ

R(kN／m)

CASE-2-1

CASE-1

CASE

備  考

2段目

T(kN)

TP+13.63 45゜ 2H-30023.0018.002.2574.92

アンカー部材表

5.00238.39

45゜ 2H-35022.0013.502.25133.27 8.50424.06

1段目 45゜ 2H-35025.0017.003.0090.69 8.00384.77

45゜ 2H-35014.508.502.2590.69 6.00288.57CASE-2-2

CASE-3

1段目

1段目 45゜ 12.007.502.2564.37 4.50204.82

TP+10.43

TP+12.88

TP+12.88

TP+12.13 2H-300

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

土留め計画図（5）（参考図） 1:200(A3)
1:100(A1) 参仮-13
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土留め計画図

山留杭材料表

CASE-1

親　杭

@1500 L=10,500

H-400x400x13x21

ピッチ 杭長サイズ

CASE-2-1

CASE-3

CASE-4

親　杭

@1500 L=15,000

H-350x350x12x19

親　杭

@1500

親　杭

@1500 L=9,500

H-350x350x12x19

杭天端(TP) 杭下端(TP)

+15.370

CASE-5

親　杭

@1200 L=11,000

CASE-6

親　杭

@1500 L=8,500

L=10,500

+0.370

+15.300 +0.300

+14.180 +4.680

+12.380 +1.380

+11.360 +2.860

+9.000 -1.500

CASE-2-2

L=10,500

H-400x400x13x21
+15.300 +0.300

H-400x400x13x21

H-300x300x10x15

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-1

L=11,500

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-2

L=12,000

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-3

L=13,000

鋼矢板 Ⅳ型

+7.800 -3.700

+8.300 -3.700

+9.000 -4.000

段数

1段目

(m)

アンカー位置 支点反力 設計荷重 ピッチ

@(m)

角度

θ(°) Lf(m)

自由長 定着長

La(m)

アンカー長

L(m)

腹起サイズ

R(kN／m)

CASE-2-1

CASE-1

CASE

備  考

2段目

T(kN)

TP+13.63 45゜ 2H-30023.0018.002.2574.92

アンカー部材表

5.00238.39

45゜ 2H-35022.0013.502.25133.27 8.50424.06

1段目 45゜ 2H-35025.0017.003.0090.69 8.00384.77

45゜ 2H-35014.508.502.2590.69 6.00288.57CASE-2-2

CASE-3

1段目

1段目 45゜ 12.007.502.2564.37 4.50204.82

TP+10.43

TP+12.88

TP+12.88

TP+12.13 2H-300

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

土留め計画図（6）（参考図） 1:200(A3)
1:100(A1) 参仮-14
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土留め計画図

山留杭材料表

CASE-1

親　杭

@1500 L=10,500

H-400x400x13x21

ピッチ 杭長サイズ

CASE-2-1

CASE-3

CASE-4

親　杭

@1500 L=15,000

H-350x350x12x19

親　杭

@1500

親　杭

@1500 L=9,500

H-350x350x12x19

杭天端(TP) 杭下端(TP)

+15.370

CASE-5

親　杭

@1200 L=11,000

CASE-6

親　杭

@1500 L=8,500

L=10,500

+0.370

+15.300 +0.300

+14.180 +4.680

+12.380 +1.380

+11.360 +2.860

+9.000 -1.500

CASE-2-2
L=10,500

H-400x400x13x21
+15.300 +0.300

H-400x400x13x21

H-300x300x10x15

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-1

L=11,500

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-2

L=12,000

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-3
L=13,000

鋼矢板 Ⅳ型

+7.800 -3.700

+8.300 -3.700

+9.000 -4.000

段数

1段目

(m)

アンカー位置 支点反力 設計荷重 ピッチ
@(m)

角度
θ(°) Lf(m)

自由長 定着長
La(m)

アンカー長
L(m)

腹起サイズ
R(kN／m)

CASE-2-1

CASE-1

CASE

備  考

2段目

T(kN)

TP+13.63 45゜ 2H-30023.0018.002.2574.92

アンカー部材表

5.00238.39

45゜ 2H-35022.0013.502.25133.27 8.50424.06

1段目 45゜ 2H-35025.0017.003.0090.69 8.00384.77

45゜ 2H-35014.508.502.2590.69 6.00288.57CASE-2-2

CASE-3

1段目

1段目 45゜ 12.007.502.2564.37 4.50204.82

TP+10.43

TP+12.88

TP+12.88

TP+12.13 2H-300

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

土留め計画図（7）（参考図） 1:200(A3)
1:100(A1) 参仮-15
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土留め計画図

山留杭材料表

CASE-1

親　杭

@1500 L=10,500

H-400x400x13x21

ピッチ 杭長サイズ

CASE-2-1

CASE-3

CASE-4

親　杭

@1500 L=15,000

H-350x350x12x19

親　杭

@1500

親　杭

@1500 L=9,500

H-350x350x12x19

杭天端(TP) 杭下端(TP)

+15.370

CASE-5

親　杭

@1200 L=11,000

CASE-6

親　杭

@1500 L=8,500

L=10,500

+0.370

+15.300 +0.300

+14.180 +4.680

+12.380 +1.380

+11.360 +2.860

+9.000 -1.500

CASE-2-2

L=10,500

H-400x400x13x21
+15.300 +0.300

H-400x400x13x21

H-300x300x10x15

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-1

L=11,500

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-2

L=12,000

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-3

L=13,000

鋼矢板 Ⅳ型

+7.800 -3.700

+8.300 -3.700

+9.000 -4.000

段数

1段目

(m)

アンカー位置 支点反力 設計荷重 ピッチ

@(m)

角度

θ(°) Lf(m)

自由長 定着長

La(m)

アンカー長

L(m)

腹起サイズ

R(kN／m)

CASE-2-1

CASE-1

CASE

備  考

2段目

T(kN)

TP+13.63 45゜ 2H-30023.0018.002.2574.92

アンカー部材表

5.00238.39

45゜ 2H-35022.0013.502.25133.27 8.50424.06
1段目 45゜ 2H-35025.0017.003.0090.69 8.00384.77

45゜ 2H-35014.508.502.2590.69 6.00288.57CASE-2-2

CASE-3

1段目

1段目 45゜ 12.007.502.2564.37 4.50204.82

TP+10.43

TP+12.88

TP+12.88

TP+12.13 2H-300

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

土留め計画図（8）（参考図） 1:200(A3)
1:100(A1) 参仮-16
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土留め計画図

山留杭材料表

CASE-1

親　杭

@1500 L=10,500

H-400x400x13x21

ピッチ 杭長サイズ

CASE-2-1

CASE-3

CASE-4

親　杭

@1500 L=15,000

H-350x350x12x19

親　杭

@1500

親　杭

@1500 L=9,500

H-350x350x12x19

杭天端(TP) 杭下端(TP)

+15.370

CASE-5

親　杭

@1200 L=11,000

CASE-6

親　杭

@1500 L=8,500

L=10,500

+0.370

+15.300 +0.300

+14.180 +4.680

+12.380 +1.380

+11.360 +2.860

+9.000 -1.500

CASE-2-2

L=10,500

H-400x400x13x21
+15.300 +0.300

H-400x400x13x21

H-300x300x10x15

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-1
L=11,500

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-2

L=12,000

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-3

L=13,000

鋼矢板 Ⅳ型

+7.800 -3.700

+8.300 -3.700

+9.000 -4.000

段数

1段目

(m)

アンカー位置 支点反力 設計荷重 ピッチ

@(m)

角度

θ(°) Lf(m)

自由長 定着長

La(m)

アンカー長

L(m)

腹起サイズ

R(kN／m)

CASE-2-1

CASE-1

CASE

備  考

2段目

T(kN)

TP+13.63 45゜ 2H-30023.0018.002.2574.92

アンカー部材表

5.00238.39

45゜ 2H-35022.0013.502.25133.27 8.50424.06

1段目 45゜ 2H-35025.0017.003.0090.69 8.00384.77

45゜ 2H-35014.508.502.2590.69 6.00288.57CASE-2-2

CASE-3

1段目

1段目 45゜ 12.007.502.2564.37 4.50204.82

TP+10.43

TP+12.88

TP+12.88

TP+12.13 2H-300

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

土留め計画図（9）（参考図） 1:200(A3)
1:100(A1) 参仮-17
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土留め計画図

山留杭材料表

CASE-1

親　杭

@1500 L=10,500

H-400x400x13x21

ピッチ 杭長サイズ

CASE-2-1

CASE-3

CASE-4

親　杭

@1500 L=15,000

H-350x350x12x19

親　杭

@1500

親　杭

@1500 L=9,500

H-350x350x12x19

杭天端(TP) 杭下端(TP)

+15.370

CASE-5

親　杭

@1200 L=11,000

CASE-6

親　杭

@1500 L=8,500

L=10,500

+0.370

+15.300 +0.300

+14.180 +4.680

+12.380 +1.380

+11.360 +2.860

+9.000 -1.500

CASE-2-2

L=10,500

H-400x400x13x21
+15.300 +0.300

H-400x400x13x21

H-300x300x10x15

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-1
L=11,500

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-2

L=12,000

鋼矢板 Ⅳ型

CASE-7-3

L=13,000

鋼矢板 Ⅳ型

+7.800 -3.700

+8.300 -3.700

+9.000 -4.000

段数

1段目

(m)

アンカー位置 支点反力 設計荷重 ピッチ

@(m)

角度

θ(°) Lf(m)

自由長 定着長

La(m)

アンカー長

L(m)

腹起サイズ

R(kN／m)

CASE-2-1

CASE-1

CASE

備  考

2段目

T(kN)

TP+13.63 45゜ 2H-30023.0018.002.2574.92

アンカー部材表

5.00238.39

45゜ 2H-35022.0013.502.25133.27 8.50424.06
1段目 45゜ 2H-35025.0017.003.0090.69 8.00384.77

45゜ 2H-35014.508.502.2590.69 6.00288.57CASE-2-2

CASE-3

1段目

1段目 45゜ 12.007.502.2564.37 4.50204.82

TP+10.43

TP+12.88

TP+12.88

TP+12.13 2H-300

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

土留め計画図（10）（参考図） 1:200(A3)
1:100(A1) 参仮-18
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図面番号

（167/224）

S-01

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

ー構造特記仕様書（その１）



（168/224）

図面番号

S-02

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

ー構造特記仕様書（その２）



（169/224）

図面番号

S-03

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　

配筋基準図（１） ー



（170/224）

図面番号

S-04

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

ー配筋基準図（２）



図面番号

（171/224）

S-05

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

ー配筋基準図（３）



（172/224）

ー

図面番号

S-06

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

配筋基準図（４）



（173/224）

ー

図面番号

S-07

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

鉄骨基準図（１）



図面番号

（174/224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

S-08ー鉄骨基準図（２）



ー

図面番号

（175/224）

S-09

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

鉄骨標準詳細図（１）



（176/224）

ー

図面番号

S-10

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

鉄骨標準詳細図（２）



Ⅲ

（177/224）

ー

図面番号

S-11

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

鉄骨標準詳細図（３）



（178/224）

ー

図面番号

S-12

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

継手基準図（１）



（179/224）

ー

図面番号

S-13

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

継手基準図（２）



           粘土質地盤                       TACP-0636

　

　
　

　

　　

Ra =   {α Ｎ Ap + (β Ｎs Ls + γ qu Lc) Ψ} (kN)・・・・(i)

2）最大施工深さ（ｍ）

3）適用する建築物の規模

   　床面積の合計が500,000㎡以下の建築物

【EAZET（イーゼット）の構造・規格】

Dw

Do

t
s

部材 規格

杭本体部

JIS G 3444　一般構造用炭素鋼鋼管　　STK400、STK490

杭先端部 JIS G 3106  溶接構造用圧延鋼材　　SM490A

杭本体部 杭先端羽根部

径

Do(mm)

114.3 300 16

350 19

165.2
350 16

450 22

190.7

400 19

500 22

570 25

216.3

470 22

550 25

600 28

650 28

267.4

580 28

650 28

700 28

36

318.5

355.6

1.関東・甲信越地区向け杭材仕様

※1：Ｎ値45まで限定 

800 32

750 32

800 32

※<　>の仕様は準標準材です。ご検討される場合は弊社担当までお問い合わせください。

STK400

厚 t(mm)

6.0

7.9 <12.7>

7.1

7.0

8.2

12.7

STK490

6.6

スクリューパイルEAZET（イーゼット）設計施工標準（関東・甲信越地区）

・本掲載内容及び仕様は、2022年10月現在のものです。

・本掲載内容及び仕様については、予告なしに変更することがあります。

1.件名

　先端羽根付き鋼管杭　　スクリューパイルＥＡＺＥＴ

2.本工法により施工される基礎ぐいの許容支持力を定める際に求める長期ならびに

　短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

1）長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

2）短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

ここで、（i）,（ii）式において、

　　ただし、基礎ぐいの先端地盤が砂質地盤（礫質地盤含む）の場合は 15≦Ｎ

Ap：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡）

Ap = A ・e

  e：有効面積率（e＝0.5)

D D  A ：くい先端平面積　A  = π・Dw²/4（㎡）

　　ただし、0＜Ｎsとし、30を超える場合は30とする。なお、Ｎs値が0の場合、

 　周面摩擦力を考慮しない。

qu：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）

　　ただし、0＜quとし、200を超える場合は200を上限とする。なお、qu値が0

　 の場合、周面摩擦力を考慮しない。

Ls：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（ｍ）

Lc：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（ｍ）

Ψ：基礎ぐいの周囲の有効長さ（ｍ）

  Ψ = π・Do

    Do：くい本体部径（ｍ）

3.くい材から決まる許容鉛直支持力

Ra ：くい材から決まる長期許容鉛直支持力（kN）

　fe ：くい材の長期許容応力度（＝ F  /1.5）

F  ：設計基準強度（N/mm²）

= F・(0.80 + 2.5te / r)かつ F  ≦Ｆ

Ｆ：くい材の許容応力度を決定する場合の基準値

 （STK400→235N/mm²、STK490→325N/mm²、SEAH590[STKT590]→440N/mm²）

te：腐食しろを除いた鋼管の肉厚(mm)

r ：鋼管の半径(mm)

Ae：腐食しろを考慮したくい材の有効断面積（mm²）

4.適用範囲

1）適用する地盤の種類

基礎ぐいの先端付近の地盤：

           砂質地盤（礫質地盤含む）         TACP-0635

基礎ぐいの周囲の地盤：砂質地盤及び粘土質地盤

-3

【許容支持力および適用範囲】

　 とし、60を超える場合は60を上限とする。

　　また、基礎ぐいの先端地盤が粘土質地盤の場合は 12≦Ｎとし、60を超える

※

F ※ ※

※

 Ra  = fe・Ae×102

D

MSTL-0419 国土交通大臣認定 基礎ぐい用高張力鋼管　SEAH590[STKT590]

・引抜き評定適用時の許容支持力及び適用範囲については別途カタログをご参照ください。

SM490A

700 28

8.0

12.7

<8.0>

<12.7>

750 28

2

1
3

Ra =   {α Ｎ Ap + (β Ｎs Ls + γ qu Lc) Ψ} (kN)・・・・(ii)
2
3

【施工管理項目一覧】

名称 認定番号 取得年月日

先端羽根付き鋼管杭（名称：スクリューパイルEAZET） TACP-0635 令和4年2月7日
（先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む））

先端羽根付き鋼管杭（名称：スクリューパイルEAZET） TACP-0636 令和4年2月7日
（先端地盤：粘土質地盤）

国土交通大臣認定

件名 番号 取得年月日

鋼管くいに用いる無溶接継手（クリッパー式継手） BCJ評定-FD0045-09 令和4年10月14日

一般財団法人 日本建築センター評定

【EAZET（イーゼット）取得済認定、公的評価】

件名 認定区分 番号 取得年月日

スクリューパイルEAZET工法における
引抜き方向の許容支持力 一般評定 CBL FP004-07号 令和5年7月6日

一般財団法人 ベターリビング評定

鋼管杭に用いる接続プレート・嵌合方式無溶接継手 BCJ評定-FD0509-03 令和元年6月20日

件名

スクリューパイルEAZET工法による
基礎ぐいの引抜き方向の地盤の許容支持力

一般財団法人 日本建築センター評定

（先端地盤：粘土質地盤）

番号 取得年月日

BCJ評定-FD0579-02 令和5年4月14日

(ＡＫジョイント）

（先端地盤：砂質地盤礫質地盤を含む）

掘削爪

掘削刃

<8.2>

工　程 管理項目 管理方法 管　理　値

・支持層に0.5Dw以上

かつ設計時に設定された根入れ

長さ以上

・異常なアンダーカット、ピッ

ト、割れがないこと

・杭径、杭長、肉厚、羽根径、

羽根厚に誤りがないこと

・継手部に異常がないこと

・施工回転トルクの変化傾向

・地盤調査データのN値の推移

・施工回転トルクの管理目標値

・傾斜　1/100以内

  ※気泡が中央にあること

・回転貫入量の管理値による

・偏心量±2㎝以内

・杭体のねじり強さ以内

・ピンテールの破断、ボルト余

長はネジ山２山以上

・マーキングのずれ

・締付トルク　90N・ｍ±10％

・締付トルク 180N・ｍ±10％

・マーキングのずれ

・±10㎝以内

・傾斜　1/100以内

  ※気泡が中央にあること

・搬入時に測定検査

・搬入時に目視確認

・逃げ心棒にて測定

・水準器で確認

・施工機械の管理装置

 （トルク計）

・水準器で確認

・目視により確認

・トルクレンチによる

・シャーレンチによる

・マーキングで確認

・トルクレンチによる

・マーキングで確認

・施工機械のトルク計

・施工機械の深度計

・専用用紙に記録する

・逃げ心棒にて測定偏心量

回転貫入量

根入れ長さ

支持層到達確認

締め忘れ防止

本締めトルク

一次締付けトルク

共廻り防止

本締め

一次締付けトルク

接続状況

杭の鉛直性

回転トルク

杭の鉛直性

杭心からのずれ

外観不良・数量

材料寸法

杭材の受け入れ

回転埋設

溶接継手

NCCジョイント

ＡＫジョイント

支持層の確認

杭頭のずれ

MSTL-0230 国土交通大臣認定 建築構造用テーパー鋼管　NS-490TPP

補強筋

【基礎とフーチング形状例】

【継手接続例】

【杭頭接合例】

　に委ねられています。

※杭頭接合部の設計は、認定書・評定書の中で規定されていませんので、設計者の判断　

※ Dw：杭先端羽根部径　　Do：杭本体部径

45°以上

60° 2
5

1
5

4
0

ガイドリング

継手部

ワッシャー

外プレート

ルート間隔
1.0mm～4.0mm
かつワイヤー径以上

ボルト

ねじり補強ピン

カプラー クリッパー

締結ボルトセット

A：杭心間隔 B：へりあき

Dw ＋ Do 1.25 × Do

B B

B
B

B BA

B
B

A

B A B

B
0
.
8
7・

A
B

B BA

B
B

A

B B0.87A

B
A

A
B

A

溶接継手

ＡＫジョイント継手ＮＣＣジョイント継手

2
0
0
m
m
程
度

3.2～4.5mm

鋼管厚

6.0mm以上

裏当て金具

0～2.4mm

杭頭蓋

杭本体部

・ボルトM16→約100N・ｍ

・ボルトM20→約150N・ｍ　

　 場合は60を上限とする。

γ：基礎ぐいの周囲の地盤（地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち

　　粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数（γqu＝15を満たすγ）

β：基礎ぐいの周囲の地盤（地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち

　　砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数（βＮs＝15を満たすβ）

α：基礎ぐいの先端付近の地盤（地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)に

 　おけるくい先端支持力係数（α＝300）

Ｎs：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均

     値（回）

Ｎ：基礎ぐいの先端付近(くい先端位置より下方に1Dw（Dw：羽根の直径）、上方に　

　1Dwの範囲）の地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）

※φ406.4は砂質地盤［礫質地盤を含む］の場合でも、引抜き支持力に対しては適用できません

杭の長さ

　  （L）
周面摩擦力を
考慮する長さ
　　（Lf）

1Dw

1Dw

平均Ｎ値（Ｎ）
の算定区間

支持層根入れ
0.5Dw以上

支持層

杭本体部径 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4 318.5 355.6

先端砂質地盤

（礫質地盤）
14.85 18.17 21.47 24.79 28.11 34.76 41.40 46.22

先端粘土質地盤 14.8 18.1 21.4 24.7 28.1 34.7 41.0 45.8

406.4

51.37

-

406.4 -
<19.0>

<7.9 12.7> 800 28

880 32

径
Dw(mm)

厚

ts(mm)
材質

SEAH590
[STKT590]

-

-

-

-

-

800 ※1

-

- -139.8

<16.0>

<7.9 12.7>

- -

-

-

-

-

-

図面番号

（180/224）

S-14

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

ー鋼管杭　特記仕様書（参考）



（181/224）

ー

図面番号

S-15

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

PHC杭　杭頭補強筋標準図（参考）（１）
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図面番号

S-16

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

ーPHC杭　杭頭補強筋標準図（参考）（２）
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単位（ｍ）

1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6
単純

（内法）
2.28

2.42
(2.42)

2.64
(2.64)

2.26
2.39

(2.39)
2.61

(2.61)
2.24

2.37
(2.37)

2.59
(2.59)

2.22
2.35

(2.35)
2.57

(2.57)
2.20

2.33
(2.33)

2.54
(2.54)

2連続 3.06
3.24

(3.24)
3.54

(3.54)
3.03

3.21
(3.20)

3.51
(3.51)

3.01
3.18

(3.15)
3.47

(3.47)
2.98

3.15
(3.11)

3.44
(3.44)

2.95
3.12

(3.07)
3.41

(3.41)

3連続 2.82
2.99

(2.99)
3.26

(3.26)
2.80

2.96
(2.96)

3.23
(3.23)

2.77
2.93

(2.93)
3.20

(3.20)
2.75

2.91
(2.91)

3.17
(3.17)

2.72
2.88

(2.88)
3.15

(3.15)
単純

（内法）
3.01

3.18
(3.18)

3.48
(3.48)

2.98
3.15

(3.15)
3.45

(3.45)
2.96

3.13
(3.13)

3.42
(3.42)

2.93
3.10

(3.10)
3.39

(3.39)
2.91

3.07
(3.07)

3.37
(3.37)

2連続 3.58
3.91

(3.67)
4.18

(4.18)
3.54

3.88
(3.62)

4.15
(4.15)

3.49
3.83

(3.58)
4.13

(4.13)
3.44

3.78
(3.53)

4.10
(4.10)

3.40
3.73

(3.49)
4.07

(4.07)

3連続 3.50
3.68

(3.68)
3.93

(3.93)
3.47

3.65
(3.65)

3.91
(3.91)

3.44
3.63

(3.63)
3.88

(3.88)
3.41

3.60
(3.60)

3.86
(3.86)

3.38
3.58

(3.58)
3.83

(3.83)

QL75

支
持
条
件

コンクリート厚(mm)
板厚(mm)

QL50

80 85 90 95 100

耐火仕様②合成スラブ設計・施工標準

2

2

2

*2

2

2

2

2

2

□

3

D

D

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン

*1*2

注1：普通コンクリート(単位重量24.0kN/m3)、表面処理が亜鉛めっきの場合
注2：()数値は表面処理が亜鉛めっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注3：上表を超える場合、別途支保工が必要です。

図面番号

S-17

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

ー合成デッキプレート　標準図（参考）



設計・施工標準ＲＣ造向け 型枠用デッキプレート

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

型枠用デッキプレート　標準図（参考） S-18ー

184
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露出形柱脚工法設計・施工標準図 適用柱材国土交通大臣認定番号 (アンカー用ボルトセット)

MBLT-0116

MBLT-0144

MBLT-0164

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー中島工場)

M30～M48 (JFE条鋼・アイエスケー中島工場)

M52～M76 (JFE条鋼・アイエスケー前橋工場)

MBLT-0180

MBLT-0181

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー前橋工場)

M30～M48 (JFEスチール・アイエスケー前橋工場)

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。

F値=235N/㎟,275N/㎟,295N/㎟,325N/㎟

2023年11月作成

一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-02（2022年12月16日）

図面番号

S-19

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

ー露出形柱脚工法設計・施工標準図(参考)(1)



露出形柱脚工法設計・施工標準図

2023年11月作成

適用柱材(F値=235N/㎟,275N/㎟,295N/㎟,325N/㎟）

一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-02（2022年12月16日）

国土交通大臣認定番号 (アンカー用ボルトセット)

MBLT-0116

MBLT-0144

MBLT-0164

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー中島工場)

M30～M48 (JFE条鋼・アイエスケー中島工場)

M52～M76 (JFE条鋼・アイエスケー前橋工場)

MBLT-0180

MBLT-0181

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー前橋工場)

M30～M48 (JFEスチール・アイエスケー前橋工場)

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。

（186/224）

図面番号

S-20

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

ー露出形柱脚工法設計・施工標準図(参考)(2)
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露出形柱脚工法設計・施工標準図 適用柱材(F値=235N/㎟,F値=325N/㎟）国土交通大臣認定番号 (アンカー用ボルトセット)

MBLT-0116

MBLT-0144

MBLT-0164

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー中島工場)

M30～M48 (JFE条鋼・アイエスケー中島工場)

M52～M76 (JFE条鋼・アイエスケー前橋工場)

MBLT-0180

MBLT-0181

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー前橋工場)

M30～M48 (JFEスチール・アイエスケー前橋工場)

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。

2023年11月作成

一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-02（2022年12月16日）

図面番号

S-21

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

―露出形柱脚工法設計・施工標準図(参考)(3)
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-

最上階

中間階

最下階

オ

ウイ

(1)使用箇所
①梁主筋および柱主筋の柱梁接合部への定着

②梁主筋の梁への定着
③柱主筋の基礎部への定着

④基礎梁主筋の基礎部への定着
⑤壁筋の梁、柱および壁への定着
⑥小梁主筋およびスラブ筋の梁への定着

(2)コンクリート
①種類：普通コンクリート　

②設計基準強度(Fc):21N/mm2 2以上、かつ、60N/mm 以下

(3)鉄筋

①鋼　種：SD295A,B 、SD345 、SD390 、SD490

②呼び名：D13～D41

呼び名

鉄　筋

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

D38

D41

呼び径

Ｍ

M16

M20

M24

M27

M30

M33

M39

M42

M45

M48

ねじ長

36

36

Ｌｐ

36

39

43

46

50

55

58

62

12

18

16

17

15

14

13

11

14

17

Ｌｙ

余長 バリ幅

ｂｒ

 5

 6

 7

 7

 8

 8

 9

10

10

11

35

58

63

53

51

43

39

32

28

23

バリ直径

バリ抑え
(ｵﾌﾟｼｮﾝ)Ｄｂ

最大

24

28

31

35

38

※44

48

52

57

ね　　じ 円形定着板
（単位：㎜）

直径

100

95

85

80

70

63

55

48

40

36 14

板厚

ｔφ

16

18

20

22

24

26

29

31

33

支圧面積

㎜2

1,058

  891

1,523

1,989

2,610

3,206

4,233

4,718

5,948

6,514

定着板内面と
ねじ外端間

Ｌｂ

31

30

29

32

35

38

41

45

48

51

D13

※SD390以下の場合は、バリ直径を42mm（ねじ径M36）とすることが可能。

ア

円形定着板

φ

Db

Lp
brLb

tLy

円形定着板

ねじ

Ｍ

バリ

定着筋

仕口面

コンクリート側面

定着筋中心からの
側面かぶり厚さCs

鉄筋の間隔

コ
ン
ク
リ
ー
ト
背
面

≧JASS5規定値

背面
かぶり

仕口部材せい

厚さCb 定着長さ(梁：ℓag、柱：ℓac)

かぶり厚さ

 Dg：梁せい

 Dc：柱せい

ℓdh：梁主筋投影定着長さ

Cb：定着板内面からの背面かぶり厚さ

  Cs：定着筋中心からの側面かぶり厚さ

Dgx：X方向大梁Gxの梁せい  db：柱・梁主筋の呼び名

e：柱絞り寸法

d：かんざし筋の呼び名Bgx：X方向大梁Gxの梁幅

pjwh：接合部横補強筋比

4）定着筋中心からの側面かぶり厚さCsの規定は、柱主筋が2db(dbは柱主筋の呼び名)以上、

Bc：柱幅

2）定着長さについては、大梁・大梁接合部内の梁主筋を除き、必ず設計指針8.1節の

1）柱・梁接合部横補強筋比pjwh（ 接合部位置 ア～オ ）

Dc

Cb ℓag

ℓdh

Cb ℓag
ℓdh

ℓag
Lgo

Dc

Cb

カ

カ

 (柱主筋は設計指針8.2節 3)より梁上下主筋の重心間距離jtgを柱両側最外縁主筋の

エ

ℓag1

ℓac

ℓag2

e

e

U形
かんざし筋

A

L2またはL2h以上

e

ℓag

Bc

A A

e

上階
柱断面

上面
柱断面

L2h
または
L2
以上

L2またはL2h以上

ℓac

ℓdh

L2h
または
L2
以上

L形
かんざし筋

U形
かんざし筋

1）構造規定について、梁主筋は柱外面合せの場合：ト形接合部、柱内面合せの場合：L形接合部を参照。

　 柱外面合せの場合の定着起点は、梁下端筋定着長さℓag1は下階柱内面、梁上端筋定着長さℓag2は

2）かんざし筋比pjwvは、上下階柱段差部断面に対し0.25％以上配置されるよう下図のU形かんざし筋

鉛直足部
全長
Ld

A

L2
以上

Bgy：定着側の梁幅

鉛直足部
全長
Ld

pjwv：かんざし筋比

Cg：梁主筋中心から梁上下面までのかぶり厚さ

Bc

水平足部定着長さ
L2またはL2h

EG定着板工法基準図(鉄筋コンクリート造：SD490以下 , Fc＝21N/mm ～ 60N/mm )

1.役割
(1)EG定着板工法施工管理者：合同製鐵株式会社が行うEG定着板工法に関する
　　　　　　　　　　　　　 技術指導を受けた者(以下、施工管理者と言う)
(2)EG定着板工法施工技能者：施工管理者に技術指導を受け、EG定着板工法の
　　　　　　　　　　　　　 施工を行う者(以下、施工技能者と言う)

2.施工管理者の責務
(1)EG定着板工法の検定報告書の確認
(2)施工手順の確認
(3)施工技能者への技術指導
(4)施工時の管理、検査

3.施工技能者の責務
(1)施工手順(サンプルによる実地指導)の理解
(2)決められた手順による施工の実施

4.定着板の施工要領
(1)手締め
　 1)定着板を捻じ込み、バリにあてがう。

　 2)定着板を手で強く締付ける。

　 3)定着板とバリに合いマークを付ける。

(2)結束締め
　 以下の場合、定着板の外側近接位置で、ねじを結束線によって締付ける。

　 ・EG定着板を下向きに設置する場合

　 ・施工時の安全性が危惧される場合

　 ・その他、施工管理者が必要と判断した場合

5.施工後検査
(1)施工管理者は、コンクリート打設前の
　 配筋検査において、EG定着板工法を適用した
　 定着筋全数に対し、定着板とバリに付けた

(2)合いマークがずれていれば、定着板を締め直すか、

(3)結束工法採用時は、ねじの余長が3mm以上であり、
　 結束線が施されていることを目視によって確認する。

・大梁Gxと大梁Gyの交差部(大梁Gxの梁幅×大梁Gyの梁幅の範囲)には、設計で定められた大梁Gyの

　横補強筋比pwyで決まる式(15.9)の横補強筋組数nwyを均等に配置する。

A：接合部耐力余裕度方式
(一貫構造計算で算定)

B：靭性保証型指針方式

C：設計指針・置換方式

①pjwh≧0.2%(基礎・ト形)
        0.3%(十字形・Ｔ形・Ｌ形)
        両側直交梁(解4.1)式を満たす場合は、0.2%とする

②pjwh≧0.3%
　11.1節(2)(c)2)に記載されている十字形の重なり

③pjwh≧(7.1)式pjwhoかつ0.2%

　また、下記の場合にも適用
　　1)十字形の非貫通定着 , 2)Ｔ形の梁降伏 , 3)Ｌ形の柱降伏

B：靭性保証型指針方式は、全接合部の柱・梁接合部横補強筋比をpjwh≧0.3%とする。
ただし、C-③1),2),3)の場合は、pjwh≧(7.1)式pjwhoかつ0.3%とする。

※C-②またはC-③を適用した場合、同一フロアの同形接合部は、

設計方針

ト形接合部
十字形接合部
Ｔ形接合部
Ｌ形接合部

A B C-①

pjwh≧
(7.1)式pjwho
かつ0.2%

pjwh≧0.3%
pjwh≧0.2%
pjwh≧0.3%
pjwh≧0.3%
pjwh≧0.3%

※1,2

※2

※2：十字形またはＴ形はC-①を適用し、両側直交梁(解4.1)式を満たす場合は、0.2%とする。

※1：ト形または十字形の上階柱絞り接合部で柱主筋にEG定着板を使用する場合、

接合部毎の横補強筋比一覧表

Ld

ℓag

Dc

Cb

Cbℓag

　※ト形または十字形の上階柱絞り接合部で柱主筋にEG定着板を
　　使用する場合、X/Y両方向ともにpjwh≧0.3%とする

基礎梁接合部 pjwh≧0.2%
※1

ア：基礎梁接合部

イ：ト形接合部

ウ：十字形接合部

追加
横補強筋

ℓag

柱面

ℓag

ℓac

1）T,L形接合部には、検定方向にかかわらず、X/Y両方向に柱頭補強筋として

2）かんざし筋比pjwvは、柱断面に対し0.25％以上配置する。

3）U形かんざし筋1組の足部本数は2本以上とする。

4）かんざし筋は、D10以上かつSD295A,B、SD345、SD390いずれかの異形鉄筋とする。

5）足部の全長Ldは、梁下端筋の下部までの長さと40dの小さい方とする。

6）かんざし筋 足部2本/1組の最外部の幅は、接合部横補強筋の内幅程度とする。

Ld

ℓac

Cb

Dg

Dc

かんざし筋

A A

順梁

逆梁

10db
以上

Dg1

L2h
以上

ℓac

Cb

Dg2

Bc

L2h
以上

10db
以上

Cb ℓag

Dc

※

※：下階柱頭部の
    横補強筋と
    同鋼種、同径
    かつ同間隔以下

定着板直下に横補強筋とは別に

ひび割れ防止用補強筋を最低限1本配筋する。

(7.2節で規定するかんざし筋は不要だが、
柱頭天端のひび割れ対策に配慮する)

かんざし筋

ℓac

Cb

ℓdh

Cb ℓag

Dc

A
Bc

Ld

1）基礎梁下端一段筋にEG定着板を適用する場合は、

2）追加横補強筋は【柱梁主筋外定着方式編】5章(3)の

　 定着部拘束筋量を満たすこと。

1）コア内に定着する基礎梁主筋に適用可能。

A

柱主筋定着長さ(ℓac)

ℓao以上、16db(※5)以上かつ(3/4)Dg以上

背面かぶり厚さ(Cb)

3db以上

※5：付帯柱梁接合部内の場合、12db以上。

上端筋

下端筋 ℓao以上、14db以上かつ(3/4)Dc以上

ℓao以上、16db以上かつ(3/4)Dc以上

背面かぶり厚さ(Cb)

4db以上(※3) 

     付帯柱梁接合部とは、耐震壁の壁板と一体化された柱、梁が接続する柱梁接合部を指す。

ℓao以上、12db以上かつ(3/4)Dc以上

背面かぶり厚さ(Cb)

4db以上(※3)

梁主筋定着長さ(ℓag)または梁主筋投影定着長さ(ℓdh)

ℓao以上、12db以上かつ(3/4)Dc以上

背面かぶり厚さ(Cb)

4db以上(※3)

梁主筋定着長さ(ℓag) 左右梁重なり部での梁主筋定着長さ(Lgo)

max(Dc+10db,L2)

上端筋

梁主筋定着長さ(ℓag)

下端筋 ℓao以上、16db以上かつ(3/4)Dc以上

ℓao以上、14db以上かつ(3/4)Dc以上

背面かぶり厚さ(Cb)

・ℓac：JASS5のフック付き定着長さL2h以上、かつ、基礎梁下端筋の下部まで延長する。

・ℓdh：JASS5による大梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さLa以上とする。

ℓac

ℓag

ℓag
Dc

L2
以上

ℓdh

Cb

 梁主筋が3db(dbは梁主筋の呼び名)以上。

Cb ℓag

Dc

　 4)余長が3mm以上であることを確認する。

・接合部横補強筋比pjwh：横補強筋鋼種に係わらず、0.2%以上とする。

エ：上階柱絞り接合部

オ：Ｔ形接合部

カ：Ｌ形接合部

　 基礎フーチング周囲に有効なはかま筋を配置する。

　 杭偏芯が発生している場合は適用不可であり、

Gy Gx

Bgy

Bgx

ℓag

Gx

Gy

Dgx

Cg

Cg

ℓagCb

Bgy

14db以上かつ(3/4)Bgy以上

背面かぶり厚さ(Cb)

4db以上(※3)

梁主筋定着長さ(ℓag) 主筋中心から梁上下面までのかぶり厚さ(Cg)

3db以上

　 ただし、足部の本数が3本以上の場合、かんざし筋の中間足部は、

　 直交する梁主筋を直接拘束するように配置する。

　制限値外の場合に適用

　11.1節(2)(c)2)に記載されている十字形の重なり
　制限値外の場合に適用

  C-②またはC-③を適用しなければならない。

     X/Y両方向ともにpjwh≧0.3%とする。

　 式(8.1)(基礎梁は式(14.1))により算出される必要定着長さℓaoを満足しなければならない。

3）基礎梁下端筋定着部近傍(下端筋の上下)に

はかま筋

基礎スラブ筋

杭主筋

はかま筋

基礎スラブ筋
杭主筋 柱面

　式(15.9)は設計指針15.3節参照。

   柱主筋はT形接合部を参照すること。

　 およびL形かんざし筋を配置する。

　 上階柱内面とする。

   かんざし筋を配置する。

　 合いマークがずれていないことを確認する。

   結束締めを行う。

L形
かんざし筋

接合部

横補強筋
接合部

横補強筋

接合部

横補強筋

接合部

横補強筋

接合部

横補強筋

接合部

横補強筋

Dg 接合部

横補強筋

接合部

横補強筋

接合部

横補強筋

横補強筋組数nwy

配筋範囲

  中心間距離jtcoに読み替え算定する)

　 その場合は左図の曲上げ定着Aタイプを適用する。

直交する梁主筋を

直接拘束すること

接合部

横補強筋

3db以上

接合部横補強筋
接合部横補強筋
(追加横補強筋を含まず)

追加

横補強筋

　 上記2)の全量を均等に配置する。

梁主筋定着長さ(ℓag)または梁主筋投影定着長さ(ℓdh)

Dg

ℓag：梁主筋定着長さ

ℓac：柱主筋定着長さ

3db以上

4db以上(※3)

2 2

　 ただし、コア外に定着する基礎梁主筋は

　 すべて折曲げ定着とする。

3）梁主筋定着長さℓagが15db以上の場合、背面かぶり厚さCbは3db以上とする。(※3)

引張柱軸力を受けない

ℓao以上、15db以上かつ(3/4)Dc以上 3db以上引張柱軸力を受ける

※4：標準は引張柱軸力を受けるものとする。

図面番号

S-22

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

機械式定着板　標準図（参考） ー



既存NO.1 ×
既存TBM=16.114

既存NO.2

既存NO.4

既存NO.5 既存NO.3

土質柱状図（1） ー S-23

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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図面番号

（190/224）

S-24

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

土質柱状図（２） ー



土質柱状図（３） ー S-25

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-26１階ピット伏図・杭伏図 1:200(A1)
1:400(A3)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-27１階床・２階ピット伏図・２階床伏図
1:400(A3)
1:200(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-28３階床伏図・4階床伏図
1:400(A3)
1:200(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

194



S-295階床伏図・R階床伏図・PHR階床伏図
1:400(A3)
1:200(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

195



S-30軸組図（1）
1:400(A3)
1:200(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

196



  S-31軸組図（2）
1:400(A3)
1:200(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

197



  S-32軸組図（3）
1:400(A3)
1:200(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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  S-33軸組図（4）
1:400(A3)
1:200(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-34基礎リスト（1）
1:80(A3)
1:40(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-35基礎リスト（2）
1:80(A3)
1:40(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-36基礎リスト（3）
1:80(A3)
1:40(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-37基礎リスト（4）
1:80(A3)
1:40(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-38基礎梁リスト（1）
1:80(A3)
1:40(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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(指定寸法)

Lo

(指定寸法)

一般寸法

Lo/4+15d

(指定寸法)

L
1

D

D

STP2 STP1STP1

0.8Dc以上

Dc

S-39基礎梁リスト（2）
1:80(A3)
1:40(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-40柱リスト 1:80(A3)
1:40(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-40A柱芯線図 1:100(A1)
1:200(A3)

207

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　



S-41大梁リスト（1）
1:80(A3)
1:40(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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(指定寸法)

Lo

(指定寸法)

一般寸法

Lo/4+15d

(指定寸法)

0.8Dc以上

Dc

S-42大梁リスト（2）
1:80(A3)
1:40(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-43小梁、壁、スラブ、鉄骨部材リスト
1:80(A3)
1:40(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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 S-44架構配筋詳細図
1:80(A3)
1:40(A1)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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図面番号

（212/224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

S-451:40(A1)
東空中歩廊　鉄骨架構詳細図

1:80(A3)



図面番号

（213/224）

S-46

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

1:40(A1)雑詳細図（１）
1:80(A3)
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図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春
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図面番号

（215/224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

S-481:100(A1)西空中歩廊　各階伏図　軸組図
1:200(A3)



図面番号

（216/224）

S-49

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

1:40(A1)西空中歩廊　各部材リスト
1:80(A3)
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図面番号

（217/224）

S-50

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

1:40(A1)西空中歩廊　鉄骨架構詳細図
1:80(A3)



図面番号

（218/224）

S-51

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

1:100(A1)階段棟　各階伏図　軸組図
1:200(A3)



図面番号

（219/224）

S-52

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

1:40(A1)階段棟　各部材リスト
1:80(A3)



図面番号

（220/224）

S-53

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　

階段棟　鉄骨架構詳細図 1:30(A1)
1:60(A3)



図面番号

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　

　　一級建築士登録 　第281068号　長坂　典和　
（221/224）

S-54

令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建築局建築部建築課

株式会社　大建設計　東京事務所
1:100(A3)

構造一級建築士登録 　第  6608号　長坂　典和　

新渡り廊下　床伏図、軸組図、部材リスト 1:50(A1)



S-101スリーブ図（1） 1:200(A1)
1:400(A3)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-102スリーブ図（2） 1:200(A1)
1:400(A3)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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S-103スリーブ図（3） 1:200(A1)
1:400(A3)

図面番号

（   /224）令和7年度

縮
尺

船橋市立海神中学校校舎建替工事工事名

図面名

船橋市建設局建築部建築課設備設計一級建築士(第 753号）　

山岡　信弘

長坂　典和構造設計一級建築士(第 6608号）　

一級建築士事務所　東京都知事登録　第942号　 鈴木　光春

一級建築士  　    (第 274708号）　
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